
宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
の
利
用

―
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
演
劇
作
品
『
大
職
冠
』
を
中
心
に

―
王　
　
　
　
　
　
　
　

欣

は
じ
め
に

　

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
十
一
月
に
、
上
田
秋
成
の
作
品
『
諸し
よ

道だ
う

聴き
ゝ

耳み
ゝ

世せ

間け
ん

狙ざ
る

』（
以
下
、『
世
間
狙
』
と
略
称
す
る
）
の
開
板
願
書
が
出
さ
れ①
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
正
月
に
、〈
和
訳
太
郎
〉
の
署
名
の
も
と
、『
世
間
狙②
』
が
出
版

さ
れ
た
。

　
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
「
文も
ん

盲も
う

は
昔む
か
し

づ
く
り
の
家い
ゑ

蔵く
ら

」
で
は
、
大
坂
北
浜
の

大
豆
屋
七
郎
右
衛
門
は
、
若
い
時
か
ら
商
売
に
無
関
心
で
、
書
画
骨
董
の
目
利

き
自
慢
を
し
て
い
た
が
、
贋
物
を
つ
か
ま
さ
れ
、
つ
い
に
は
目
違
い
先
生
と
渾

名
さ
れ
、
父
親
に
意
見
さ
れ
て
も
、「
七
郎
右
衛
門
跡
を
見
お
く
り
手
鼓
の
中

音
に
て
。
ウ
タ
イ

い
や
し
き
海
士
の
胎
内
に
や
ど
り
て
と
。
諷
は
れ
し
は
い
か
ゐ

た
わ
け
の
」
と
謡
ま
じ
り
で
平
然
と
し
て
い
る
。
従
来
、
息
子
で
あ
る
七
郎
右

衛
門
の
人
物
像
と
『
鎌
倉
諸
芸
袖
日
記
』
巻
四
の
一
「
浄
瑠
璃
物
真
似
も
年
功

の
い
ひ
立
」、
巻
四
の
三
「
細
工
の
上
手
自
慢
を
謂
ひ
勝
ち
の
座
敷
」、
及
び

『
世
間
息
子
気
質
』
巻
四
の
二
「
末
子
が
知
恵
は
上
々
箱
入
の
銀
持
形
気
」、
巻

三
の
一
「
世
間
の
人
に
鼻
毛
を
読
ま
る
ゝ
歌
人
の
形
気
」
と
の
関
連
性
が
指
摘

さ
れ
た③
。
ま
た
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
最
後
の
文
「
い
や
し
き
海
士
の
胎
内

に
や
ど
り
て
」
を
謡
曲
「
海
士
」
と
関
連
付
け
た④
。
さ
ら
に
、
七
郎
右
衛
門
の

悔
し
ま
ぎ
れ
に
「
い
や
し
き
海
士
の
胎
内
に
や
ど
り
て
」
と
つ
ぶ
や
く
場
面
を

当
時
の
複
数
の
噺
本
と
対
照
し
、「
い
や
し
き
海
士
」
が
用
い
ら
れ
る
同
様
の

く
だ
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
論
述
も
あ
る⑤
。
一
方
、『
世
間
狙
』
一
之
巻

三
に
含
ま
れ
て
い
る
演
劇
的
な
要
素
、
挿
絵
な
ど
か
ら
、『
世
間
狙
』
一
之
巻

三
の
「
此
紋
は
ま
へ
か
ど
に
海
老
蔵
が
来
た
時
見
ま
し
た
」
と
い
う
設
定
と
歌

舞
伎
『
八
的
勢
曽
我
』、
二
代
目
團
十
郎
と
の
関
連
性
を
考
察
し
た
論
考
も
見

ら
れ
る⑥
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
謡
曲
「
海
士⑦
」
と

宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
の
利
用

九
五
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の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
、
謡
曲
「
海
士
」
で
は
、
海
士
は
本
物
の

宝
珠
「
面
向
不
背
の
玉
」
を
取
っ
た
が
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
七
郎
右
衛

門
は
贋
物
の
曙
の
茶
器
を
買
っ
た
。
つ
ま
り
、
物
語
の
展
開
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
宝
物
の
真
偽
に
お
い
て
、
両
者
は
完
全
に
違
う
。『
世
間
狙
』
一
之
巻
三

の
展
開
の
上
で
謡
曲
「
海
士
」
と
共
通
す
る
要
素
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
こ
こ
で

唐
突
に
謡
曲
「
海
士
」
が
謡
わ
れ
る
か
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
謡
曲
「
海
士
」
は
大
織
冠
鎌
足
を
主
人
公
と
す
る
幸
若
舞

曲
「
大
織
冠
」
と
は
同
工
で
あ
る⑧
。
川
口
節
子
の
指
摘
に
よ
る
と
、「
近
世
に

至
り
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
、
い
わ
ゆ
る
『
大
職
冠
の
世
界
の
玉
取
り
劇
』
は
、

よ
り
謡
曲
『
海
人
』
に
重
点
を
置
く
形
で
、
多
様
な
作
品
群
を
形
成
し
た
。

（
中
略
）
水
晶
に
釈
迦
の
尊
像
や
仏
舎
利
を
込
め
た
面
向
不
背
の
玉
を
、
海
人

が
子
の
た
め
に
獲
得
し
、
そ
れ
が
王
権
を
保
証
し
た
り
、
仏
法
真
髄
へ
の
到
達

に
機
能
す
る
と
い
う
、
前
時
代
の
寓
話
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た⑨
」。

つ
ま
り
、
近
世
に
至
る
ま
で
の
「
大
織
冠
物
」
で
は
、
玉
が
王
権
獲
得
と
そ
の

保
証
の
寓
意
を
担
い
、
具
体
的
な
形
態
で
現
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
近
松
門
左
衛
門
の
『
大
職
冠
』
は
特
別
で
、
従
来
の
「
大
織
冠
物
」
と

違
い
、「
玉
の
な
い
玉
取
り
」
と
し
て
日
本
と
唐
の
為
政
者
の
知
恵
比
べ
を
描

く
も
の
で
あ
る⑩
。
よ
っ
て
、
物
語
の
展
開
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
本
物
の
宝
物

が
登
場
し
な
い
と
い
う
設
定
に
お
い
て
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
は
近
松
門
左

衛
門
の
『
大
職
冠⑪
』
と
似
通
っ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三

の
道
具
会
の
部
分
と
近
松
門
左
衛
門
の
『
大
職
冠
』
の
玉
取
り
の
部
分
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
は
、
未
だ
考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
森
山
重
雄
の
『
上
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評
釈
』
の
評
釈
で
は
、

『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
中
の
「
朝
鮮
人
を
三
度
見
た
よ
り
は
、
咄
の
な
い
男

ぞ
か
し
」
が
秋
成
の
体
験
を
踏
ま
え
て
い
る
と
指
摘
し
た⑫
。
確
か
に
、『
胆
大

小
心
録
』
か
ら
秋
成
が
朝
鮮
使
節
と
二
度
会
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、

『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
で
は
、
物
語
の
展
開
と
あ
ま
り
関
わ
っ
て
い
な
い
「
朝

鮮
人
を
三
度
見
た
よ
り
は
、
咄
の
な
い
男
ぞ
か
し
」
と
い
う
内
容
を
取
り
入
れ

た
目
的
は
秋
成
自
身
の
経
験
を
物
語
に
入
れ
る
こ
と
だ
け
な
の
か
。「
朝
鮮
人

を
三
度
見
た
」
と
い
う
内
容
は
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
物
語
の
展
開
と
ど
の

よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
疑
問
が
依
然
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
神
楽
岡
幼
子
は
「『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
の
挿
絵
」
の
中
で
、『
世

間
狙
』
一
之
巻
三
の
「
此
紋
は
ま
へ
か
ど
に
海
老
蔵
が
来
た
時
見
ま
し
た
。
曽

我
兄
弟
の
紋
所
か
と
存
ま
す
」
と
い
う
設
定
、
お
よ
び
そ
の
挿
絵
に
描
か
れ
た

人
物
の
着
物
に
見
ら
れ
る
三
枡
の
紋
か
ら
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵
と

海
老
蔵
が
登
場
し
た
歌
舞
伎
「
八
的
勢
曽
我
」
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
た⑬
。
し

か
し
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵
に
は
、
三
枡
の
紋
の
着
物
を
着
た
男
の

ほ
か
、
若
者
一
人
と
僧
侶
一
人
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
若

宝
物
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い
う
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向
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者
と
僧
侶
の
人
物
像
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
朱
鞘
を
見
分
け
る
場
面
の

刀
屋
と
合
わ
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
は
、『
世
間
狙
』
一

之
巻
三
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
若
者
と
僧
侶
に
触
れ
た
研
究
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

故
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
三
人
は
何
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
の
か
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
結
末
の
部
分
で
「
い
や
し
き
海
士
の
胎
内
に
や
ど

り
て
」
と
い
う
内
容
が
設
定
さ
れ
た
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
近
松
門
左
衛
門

の
『
大
職
冠
』
と
の
関
連
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、『
世

間
狙
』
一
之
巻
三
の
「
朝
鮮
人
を
三
度
見
た
よ
り
は
、
咄
の
な
い
男
ぞ
か
し
」

と
い
う
設
定
、
及
び
そ
の
挿
絵
の
役
割
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
道
具
会
と
玉
取
り

　
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
後
半
部
分
で
は
、
道
具
会
に
参
加
し
た
七
郎
右
衛

門
は
、
六
十
余
り
の
老
人
が
売
ろ
う
と
す
る
名
物
茶
器
を
見
た
こ
と
が
な
い
の

に
、
金
八
十
両
と
い
う
高
値
を
付
け
た
。
老
人
が
出
し
た
「
室
町
殿
の
御
重
宝

曙
と
い
ふ
茶
器
」
を
見
た
時
、
七
郎
右
衛
門
は
「
め
つ
た
に
し
ほ
ら
し
く
見

へ
」
と
思
っ
た
が
、
本
当
の
感
想
を
言
わ
ず
に
し
き
り
に
そ
れ
を
褒
め
、
老
人

が
七
郎
右
衛
門
の
目
利
き
を
誉
め
た
て
た
後
、
道
具
会
は
お
開
き
と
な
る
。
そ

の
噂
は
上
方
中
に
知
れ
渡
る
が
、
そ
の
こ
と
が
本
物
の
曙
の
茶
器
の
持
ち
主
の

耳
に
入
り
、
七
郎
右
衛
門
の
買
っ
た
曙
の
茶
器
が
贋
物
だ
と
分
か
る
。
七
郎
右

衛
門
は
目
利
き
が
違
っ
た
「
目
ち
が
ひ
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
、
父
親
に
も
意
見
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
の
本
人
は
「
七
郎
右
衛
門
跡
を

見
お
く
り
手
鼓
の
中
音
に
て
。
ウ
タ
イ

い
や
し
き
海
士
の
胎
内
に
や
ど
り
て
と
。

諷
は
れ
し
は
い
か
ゐ
た
わ
け
の
」
と
謡
ま
じ
り
で
平
然
と
し
て
い
る
。

　

従
来
、
目
利
き
自
慢
の
七
郎
右
衛
門
の
人
物
像
と
『
鎌
倉
諸
芸
袖
日
記
』
巻

四
の
一
、
巻
四
の
三
、
及
び
『
世
間
息
子
気
質
』
巻
四
の
二
、
巻
三
の
一
と
の

類
似
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、「
ウ
タ
イ

い
や
し
き
海
士
の
胎
内
に
や
ど
り
て

と
」
と
い
う
内
容
か
ら
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
が
謡
曲
「
海
士
」
と
関
連
付

け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻

三
の
道
具
会
の
展
開
と
深
く
関
わ
る
「
本
物
の
宝
物
の
不
登
場
」
と
い
う
設
定

が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
そ
れ
ら
の
作
品
と
の

関
連
性
が
薄
い
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
、
謡
曲
「
海
士
」
と
緊
密
に
関
わ
っ
て
い
る
「
大
織
冠
物
」
の
中
で
は
、

「
玉
の
な
い
玉
取
り
」
が
設
定
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）

十
月
前
後
竹
本
座
で
上
演
さ
れ
た
近
松
門
左
衛
門
の
『
大
職
冠
』
が
特
別
な
存

在
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

さ
て
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
会
は
、
近
松
門
左
衛
門
の
『
大
職
冠
』

の
玉
取
り
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
文
に
お
け

る
両
者
の
対
応
関
係
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
の
利
用
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場
面
①

と
か
く
道
具
屋
で
し
れ
ぬ
物
は
此
先
生
へ
持
て
来
て
。
目
利
し
て
買
て
も

ら
ふ
と
は
商
人
の
軍
法
。
大
豆
屋
の
城
を
売
お
と
さ
ん
と
ぞ
謀
り
け
る
。

 

（『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
）

帝
は
る
か
に
御
覧
有
此
た
び
日
本
大
職
冠
に
。
婚
礼
の
聘
物
花
原
磬
泗
浜

石
。
面
向
不
背
の
玉
汝
に
持
せ
遣
す
べ
し
。
然
る
に
此
玉
は
仏
法
の
深
理

に
て
。
誠
の
玉
の
体
有
共
な
し
共
。
終
に
箱
の
中
拝
し
た
る
者
な
し
。
日

本
の
万
民
疑
ひ
の
心
な
く
。
仏
法
繁
昌
唐
土
の
恥
辱
な
き
様
に
。
は
か
ら

ふ
べ
し
や
と
の
給
へ
ば
万
戸
謹
て
承
り
。 

（『
大
職
冠
』
第
一
）

　

場
面
①
に
お
い
て
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
屋
も
、『
大
職
冠
』
の
万

戸
も
目
的
を
持
っ
て
出
か
け
る
。『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
屋
は
七
郎
右

衛
門
に
骨
董
買
い
に
大
金
を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。『
大
職
冠
』
の
万
戸
は
唐

土
に
恥
を
か
け
ず
に
日
本
で
仏
法
を
繁
昌
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

場
面
②

あ
る
時
伏
見
町
加
賀
屋
何
某
が
方
に
て
道
具
会
あ
り
て
。
諸
方
の
腹
ふ
く

れ
ど
も
打
寄
て
倦
た
道
具
は
持
て
出
。
珍
ら
し
き
物
を
と
か
ゝ
り
け
る
。

永
徳
の
三
幅
対
。
徳
乗
が
縁
か
し
ら
。
き
ぬ
た
の
水
指
。
滝
本
の
自
画
賛
。

浅
黄
印
金
が
一
尺
四
方
。
高
麗
茶
碗
。
楊
貴
妃
の
天
冠
。
定
家
卿
の
鼻
鑷
。

法
然
上
人
の
尿
瓶
ま
で
。
そ
れ
〳
〵
に
せ
り
わ
け
て
市
大
き
に
は
づ
み
け

り
。 

（『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
）

唐
人
の
行
列
唐
人
の
行
れ
つ
。
つ
う
じ
詞
の
次
第
。
進
物
み
や
げ
た
か
ら

物
の
次
第
。
つ
ぶ
さ
に
し
る
し
上
下
は
六
銭
一
さ
つ
で
。
三
銭
ば
ん
里
の

あ
な
た
迄
つ
ぶ
さ
に
し
れ
る
。
唐
人
の
行
列
と
よ
み
立
て
こ
そ
う
り
に
け

れ
。
今
度
唐
の
み
か
ど
よ
り
大
職
冠
鎌
足
公
へ
の
御
進
上
。
花
原
磬
泗
浜

石
面
向
不
背
の
玉
。
象
一
疋
虎
豹
二
疋
。
花
の
咲
根
つ
き
の
伽
羅
五
本
。

実
の
な
る
枝
さ
ん
ご
じ
ゆ
十
本
小
人
島
の
夫
婦
。
せ
い
は
六
寸
か
ら
し
ゝ

の
毛
ぶ
と
ん
卅
枚
。
赤
栴
檀
の
水
風
呂
桶
め
い
〳
〵
鳥
の
ひ
よ
こ
。
孔
子

の
自
筆
の
論
語
大
学
。
一
里
四
方
の
毛
氈
百
枚
五
色
の
氷
ざ
た
う
千
斤
。

じ
や
か
う
の
猫
夢
く
ひ
獏
。
尋
陽
の
江
の
生
猩
々
二
疋
。
但
内
一
疋
は
下

戸
に
て
く
る
み
餅
を
飼
が
ひ
と
す
。
其
外
八
畳
敷
の
落
鴈
二
箱
。
八
尺
ま

は
り
の
こ
ん
へ
い
た
う
一
折
。
麒
麟
の
か
す
漬
う
す
塩
の
人
魚
。
龍
門
の

生
鯉
迄
日
本
の
姫
君
の
。
御
出
世
い
は
ふ
進
物
な
り
と
よ
み
立
れ
ば
。
往

来
の
貴
賤
珍
し
が
り
皆
々
〽
か
ふ
て
ぞ
通
り
け
る
。 

（『
大
職
冠
』
第
一
）

　

場
面
②
に
お
い
て
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
会
で
も
、『
大
職
冠
』
の

唐
使
来
朝
で
も
様
々
な
宝
物
が
出
さ
れ
て
い
る
。『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道

具
会
で
様
々
な
骨
董
が
出
さ
れ
た
。『
大
職
冠
』
の
唐
使
来
朝
の
時
で
も
数
多

く
の
贈
り
物
が
出
さ
れ
て
い
る
。

宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
の
利
用

九
八
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場
面
③

か
ゝ
る
中
に
六
十
有
余
の
老
人
山
繭
紬
の
服
太
に
鼠
小
紋
の
羽
織
も
綿
の

お
ち
つ
き
し
人
柄
。
私
も
ち
と
払
ひ
た
い
物
が
ご
ざ
る
と
二
重
切
の
花
活

に
朱
棗
器
一
ツ
出
さ
れ
け
れ
ば
。
い
づ
れ
も
見
て
廻
し
。
ま
づ
花
い
け
は

銀
五
両
に
お
さ
ま
り
。
茶
器
は
銀
弐
両
よ
り
せ
り
け
る
に
。
い
や
〳
〵
そ

れ
は
あ
ま
り
な
り
と
引
こ
め
ら
る
れ
ば
。
段
々
せ
り
上
て
金
百
疋
に
つ
け

け
れ
ば
。
な
ん
と
御
隠
居
も
ふ
よ
い
直
段
で
ご
ざ
り
ま
す
が
。
お
放
し
な

さ
れ
ま
せ
ぬ
か
と
問
へ
ば
。
い
や
〳
〵
お
目
に
入
ね
ば
是
非
な
し
。
手
前

了
簡
と
は
大
分
相
違
い
た
す
と
取
あ
へ
ね
ば
。
は
て
な
あ
見
た
所
が
さ
し

て
名
物
と
も
見
へ
ず
。
少
〳
〵
な
れ
も
見
ゆ
れ
ば
よ
い
払
ひ
直
段
で
あ
ら

ふ
に
と
い
へ
ど｡ 

た
ゞ
黙
然
と
返
事
せ
ら
れ
ず
。

 

（『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
）

婚
礼
の
聘
物
花
原
磬
泗
浜
石
。
面
向
不
背
の
玉
汝
に
持
せ
遣
す
べ
し
。

（
中
略
）
二
つ
の
宝
に
相
そ
へ
。
面
向
不
背
の
玉
の
箱
を
も
つ
て
か
の
土

に
渡
り
。 

（『
大
職
冠
』
第
一
）

程
な
く
唐
船
讃
州
志
戸
の
う
ら
に
着
。
宝
の
玉
を
龍
神
に
う
ば
ゝ
れ
万
戸

は
日
本
へ
も
わ
た
ら
れ
ず
。
唐
土
へ
も
帰
ら
れ
ず
今
に
を
い
て
か
の
浦
に

逗
留
と
。
西
国
四
国
是
ざ
た
と
語
り
も
あ
へ
ぬ
に
有
風
大
き
に
悦
び
。
扨

は
う
た
が
ひ
な
き
実
説
入
鹿
を
亡
す
時
節
到
来
。 

（『
大
職
冠
』
第
二
）

則
風
聞
も
あ
へ
ず
玉
と
る
こ
と
は
不
定
成
共
。
一
命
を
奉
る
は
い
と
や
す

し
。
夫
婦
は
一
身
殊
に
胎
内
に
。
我
ら
が
種
を
懐
妊
の
身
。
重
々
ふ
だ
い

の
主
君
龍
宮
の
道
こ
そ
存
ぜ
ず
共
。
千
尋
万
尋
は
お
ろ
か
な
ら
く
〳
〵
。

金
輪
際
迄
わ
け
入
て
命
を
す
て
よ
と
申
さ
ん
に
。 

（『
大
職
冠
』
第
三
）

　

場
面
③
で
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
会
に
参
加
す
る
老
人
も
、『
大

職
冠
』
の
万
戸
も
最
初
は
、
二
つ
の
宝
物
を
出
し
た
。
老
人
は
花
活
と
朱
棗
器

を
出
品
し
、
万
戸
は
聘
物
と
し
て
の
花
原
磬
と
泗
浜
石
を
渡
し
た
。
ま
た
、
両

作
に
お
い
て
、
見
た
こ
と
の
な
い
宝
物
に
対
す
る
期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、

ど
の
よ
う
な
代
償
を
払
っ
て
で
も
宝
物
を
見
た
い
と
思
う
人
々
の
気
持
ち
が
描

か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
で
の
代
償
は
お
金
で
あ
る
が
、

『
大
職
冠
』
で
の
代
償
は
命
で
あ
る
。

場
面
④

大
豆
屋
七
郎
右
衛
門
床
脇
よ
り
は
る
か
に
。
御
隠
居
御
道
具
今
一
度
御
見

せ
な
さ
れ
と
。
道
具
屋
に
取
つ
が
せ
暫
く
な
が
め
入
て
。
是
は
ち
と
存
じ

よ
り
も
あ
れ
ば
私
が
申
請
ま
せ
う
。
御
不
足
な
が
ら
金
子
八
十
両
に
ま
け

て
下
さ
れ
ま
い
か
と
い
へ
ば｡ 

其
時
老
人
手
を
打
て
さ
て
も
〳
〵
こ
な
た

様
は
お
若
い
が
。
道
具
を
お
好
な
さ
る
ゝ
と
見
へ
て
天
晴
の
お
目
利
。
八

十
両
で
は
売
損
が
ま
い
れ
ど
斯
な
ら
ん
で
ご
ざ
る
道
具
や
衆
も
。
金
百
疋

相
応
と
仰
ら
れ
た
物
を
。
飛
で
大
金
に
お
付
な
さ
る
ゝ
は
。
此
道
具
の
素

性
御
覧
な
さ
れ
て
の
事
な
れ
ば
ま
け
て
進
せ
ま
せ
う
と
い
は
る
ゝ
に
。

宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
の
利
用

九
九
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（『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
）

鎌
足
公
。
ヲ
ヽ

嬉
し
ゝ
本
望
た
り
然
ら
ば
日
限
を
さ
だ
め
。
万
戸
が
舟
へ
も

あ
ん
内
し
国
中
に
も
披
露
し
。
諸
人
の
前
に
て
鎌
足
が
玉
を
二
た
び
取
た

り
と
。
も
ろ
こ
し
迄
も
し
ら
す
べ
し
去
な
が
ら
。（
中
略
）

す
で
に
其
日
も
。
極
り
て
唐
船
に
あ
ん
内
有
。
万
戸
も
船
を
う
か
ふ
れ
ば

志
戸
寺
の
諸
僧
楼
船
を
か
ざ
り
。 

（『
大
職
冠
』
第
三
）

　

場
面
④
で
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
七
郎
右
衛
門
も
、『
大
職
冠
』
の
鎌

足
も
自
ら
宝
物
を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、『
世
間
狙
』
一
之

巻
三
の
老
人
も
、『
大
職
冠
』
の
万
戸
も
相
手
の
願
望
に
応
じ
た
。
た
だ
し
、

七
郎
右
衛
門
と
老
人
と
の
や
り
取
り
は
茶
器
の
売
買
だ
が
、
鎌
足
と
万
戸
と
の

や
り
取
り
は
面
向
不
背
の
玉
を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
る
。

場
面
⑤

一
座
大
き
に
興
を
さ
ま
し
是
は
ど
う
し
た
名
物
と
あ
い
た
口
ふ
さ
が
ね
ば
。

七
郎
右
衛
門
し
た
り
顔
に
て
い
か
さ
ま
千
両
道
具
を
小
金
に
ま
け
て
下
さ

る
ゝ
は
甚
だ
身
に
と
つ
て
大
慶
に
こ
そ
ご
ざ
れ
。
連
城
の
璧
も
見
る
も
の

が
ご
ざ
ら
い
で
は
瓦
礫
も
同
前
。
こ
れ
は
室
町
殿
の
御
重
宝
曙
と
い
ふ
茶

器
で
ご
さ
り
ま
す
か
と
存
る
。 

（『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
）

龍
神
い
さ
め
の
糸
竹
の
し
ら
べ
近
国
他
国
の
見
物
な
ん
女
。
く
が
に
は
さ

ん
敷
幕
毛
氈
沖
に
舟
幕
舟
じ
る
し
。
礒
は
吉
野
の
花
と
成
。
海
は
錦
の
波

く
ゞ
る
立
田
川
と
ぞ
変
じ
け
る
。

大
職
冠
鎌
足
公
楼
船
に
乗
う
つ
り
給
へ
ば
。（
中
略
）

唐
船
楽
船
見
物
船
。
く
が
の
貴
賤
一
ど
う
に
は
あ
と
計
に
め
を
ふ
さ
ぎ
。

つ
み
た
る
縄
を
く
り
入
〳
〵
二
三
百
丈
く
り
入
し
が
。
ふ
し
ぎ
や
縄
さ
き

四
方
に
乱
れ
。
あ
な
た
へ
ひ
か
れ
こ
な
た
へ
引
く
る
り
〳
〵
と
引
廻
し
縄

に
た
ゝ
か
れ
ち
る
波
は
一
村
雨
の
〽
ご
と
く
也

鎌
足
御
ら
ん
じ
是
は
正
し
く
海
底
に
て
。
悪
魚
悪
龍
の
追
廻
す
と
覚
え
た

り
。
龍
神
い
さ
め
の
管
弦
を
奏
し
猶
々
縄
を
く
り
お
ろ
せ
と
。 

い
ら
つ
て

下
知
を
な
し
給
へ
ば
。
小
山
の
ご
と
く
た
ぐ
り
つ
み
た
る
縄
を
く
り
さ
げ

く
り
お
ろ
し
。
楽
は
平
調
波
が
へ
し
し
ん
ゐ
も
す
み
て
〽
覚
え
け
る

 

（『
大
職
冠
』
第
三
）

　

場
面
⑤
で
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
会
に
参
加
し
た
人
々
も
、『
大

職
冠
』
の
見
物
人
た
ち
も
宝
物
の
披
露
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
七
郎

右
衛
門
も
鎌
足
も
宝
物
を
獲
得
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
宝
物
は
曙
の
茶
器
で
あ
る
が
、『
大
職
冠
』
の
宝
物
は

面
向
不
背
の
玉
で
あ
る
。

場
面
⑥

ち
と
見
所
あ
つ
て
申
事
じ
や
が
左
様
で
こ
ざ
り
ま
す
か
と
い
へ
ば
。
い
か

に
も
曙
の
名
器
で
ご
ざ
る
と
臺
所
か
ら
取
寄
る
は
。
七
重
の
帕
十
重
の
箱

宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
の
利
用

一
〇
〇
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に
満
座
の
道
具
や
素
人
衆
も
是
は
と
お
ど
ろ
き
。
も
み
手
に
て
。

 

（『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
）

今
や
う
ご
く
か
〳
〵
と
見
る
所
に
。
は
る
か
の
沖
に
く
れ
な
ゐ
の
ち
し
ほ

の
波
う
づ
ま
き
あ
が
り
。
玉
は
し
ら
ず
あ
ま
人
は
海
上
に
う
か
み
出
た
り
。

す
は
龍
宮
よ
り
帰
り
し
は
縄
を
た
ぐ
つ
て
引
よ
せ
よ
と
。
大
ぜ
い
ど
つ
と

あ
つ
ま
つ
て
ゑ
い
や
〳
〵
と
た
ぐ
り
よ
せ
。

程
な
く
舟
に
引
上
れ
ば
悪
龍
毒
魚
の
わ
ざ
と
見
へ
て
。
五
体
も
つ
ゞ
か
ず

あ
け
に
成
髪
は
も
く
ず
に
か
ら
ま
れ
て
。
底
の
も
に
住
虫
の
息
。
今
を
さ

い
ご
と
見
へ
け
れ
ば
。

と
て
も
取
ゑ
ぬ
物
故
に
む
ざ
ん
の
命
捨
し
よ
と
。
船
中
わ
つ
と
ぞ
さ
け
び

け
る 
（『
大
職
冠
』
第
三
）

　

場
面
⑥
に
お
い
て
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
で
も
、『
大
職
冠
』
で
も
い
よ
い

よ
宝
物
が
登
場
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
人
々
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
だ
が
、

『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
宝
物
は
曙
の
茶
器
で
、『
大
職
冠
』
の
宝
物
は
面
向
不

背
の
玉
で
あ
る
。

場
面
⑦

七
郎
右
衛
門
様
お
目
利
の
名
物
今
一
度
拝
見
い
た
し
申
た
し
と
懐
か
ら
嗜

み
の
塩
瀬
取
出
す
や
ら
。
手
水
遣
ひ
に
立
や
ら
手
に
取
て
見
れ
ば
見
る
程

め
つ
た
に
し
ほ
ら
し
く
見
へ
。
少
し
の
な
れ
と
い
ひ
し
ま
で
爰
が
ど
う
も

い
は
れ
ぬ
所
と
寄
こ
ぞ
り
て
誉
そ
や
す
に
。 

（『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
）

鎌
足
御
ら
ん
じ
。
い
や
〳
〵
玉
は
取
た
る
ぞ
。
雑
人
共
近
く
よ
つ
て
罰
う

く
る
な
と
。
あ
た
り
の
人
を
は
る
か
に
の
け
則
風
に
だ
き
お
こ
さ
せ
。

（
中
略
）
お
き
あ
が
ら
ん
と
も
が
き
し
を
鎌
足
を
さ
へ
て
し
ば
ら
く
〳
〵
。 

命
を
く
れ
よ
と
云
し
は
此
こ
と
。
た
と
へ
龍
宮
に
至
ら
ず
共
玉
を
取
た
る

道
理
也
。
出
其
い
は
れ
か
た
つ
て
聞
せ
ん
。
耳
に
と
ゞ
め
て
さ
と
り
を
ひ

ら
き
成
仏
せ
よ
。
仰
面
向
不
背
の
玉
唐
の
帝
に
有
と
は
い
へ
共
。
箱
を
ひ

ら
い
て
慥
に
玉
を
拝
し
た
る
と
云
こ
と
い
づ
れ
の
書
に
も
見
へ
わ
た
ら
ず
。 

然
れ
ば
此
玉
は
本
仏
の
さ
と
り
甚
深
秘
蜜
の
一
大
じ
。
非
口
所
宣
非
心
所

測
と
て
。
口
に
も
と
か
れ
ず
心
に
も
は
か
ら
れ
ず
。
鏡
の
内
の
か
げ
の
ご

と
く
。
有
と
も
な
し
共
手
の
さ
ゝ
れ
ぬ
。
不
思
議
不
可
得
の
妙
理
を
さ
し

て
宝
と
名
付
し
物
な
ら
ん
と
推
量
せ
し
に
た
が
は
ず
も
ろ
こ
し
人
の
ち
ゑ

ふ
か
く
。（
中
略
）

其
時
鎌
足
公
い
に
し
へ
狐
の
奉
り
。
御
名
に
し
お
ふ
利
剣
の
鎌
錦
の
袋
よ

り
取
出
し
。
左
鎌
に
を
つ
取
な
を
し
ち
の
下
を
か
き
切
給
へ
ば
。
誠
に
玉

の
お
の
こ
君
か
ん
ば
せ
け
た
か
く
出
生
あ
る
。
御
裾
の
は
し
を
引
ち
ぎ
り

若
君
を
お
し
つ
ゝ
み
。
船
ば
り
に
つ
ゝ
立
大
音
上
。
面
向
不
背
の
宝
珠
龍

宮
世
界
三
十
丈
の
玉
塔
に
こ
め
た
り
し
を
。
あ
ま
人
う
ば
ひ
乳
の
下
を
か

き
切
玉
を
お
し
こ
め
取
帰
り
。
ぬ
し
は
む
な
し
く
成
た
れ
共
三
国
ふ
双
の

宝
日
本
に
。
と
ゞ
ま
り
給
ふ
と
よ
ば
ゝ
り
給
ふ
は
あ
た
り
も
ひ
ゞ
く
計
也
。

宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
の
利
用

一
〇
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（『
大
職
冠
』
第
三
）

　

場
面
⑦
で
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
七
郎
右
衛
門
も
、『
大
職
冠
』
の
鎌

足
も
本
当
の
宝
物
の
欠
場
に
気
付
く
も
、
そ
の
場
で
は
本
音
を
言
わ
ず
に
贋
の

宝
物
を
誉
め
た
て
た
。
七
郎
右
衛
門
は
贋
の
曙
の
茶
器
を
誉
め
、
鎌
足
は
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
海
士
の
子
ど
も
を
、
面
向
不
背
の
玉
の
代
わ
り
に
三
国
無
双
の

宝
と
し
て
誉
め
た
て
た
の
で
あ
る
。

場
面
⑧

老
人
か
さ
ね
て
。
お
素
人
方
は
と
も
あ
れ
歴
々
の
道
具
や
衆
が
ご
ざ
る
が
。 

い
づ
れ
も
の
目
利
で
求
め
さ
つ
し
や
る
衆
が
大
坂
中
に
は
あ
ま
た
ご
ざ
ら

ふ
が
。
今
夕
の
躰
で
は
い
つ
か
う
目
の
明
た
衆
は
一
人
も
見
へ
ま
せ
ぬ
。

向
後
は
七
郎
右
衛
門
殿
を
お
た
の
み
申
て
道
具
の
素
性
も
見
習
は
つ
し
や

る
が
貴
様
方
の
家
業
と
い
ふ
物
じ
や
と
。
あ
く
ま
で
悪
口
せ
ら
れ
て
も
一

言
の
返
答
す
る
も
の
な
く
。
一
座
し
ら
け
て
其
夜
の
会
は
は
て
。
皆
面
目

を
失
ひ
か
へ
り
け
り
。 

（『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
）

万
戸
悦
び
御
舟
に
や
が
て
乗
う
つ
り
。
ア
ヽ

善
哉
〳
〵
日
本
の
大
臣
の
智
力

の
程
こ
そ
め
で
た
け
れ
。
も
と
此
宝
は
い
つ
の
御
代
よ
り
伝
は
る
共
。
始

も
な
く
終
も
な
く
ま
し
て
七
重
の
箱
の
中
。
終
に
拝
せ
し
者
も
な
く
微
妙

無
尽
の
深
理
な
れ
ば
。
有
無
の
二
つ
を
は
か
り
か
ね
龍
宮
へ
と
ら
れ
し
と

申
せ
し
に
。
御
身
其
道
理
を
さ
つ
し
あ
ま
を
入
て
龍
宮
よ
り
。
取
か
へ
し

た
る
と
の
さ
と
り
の
ち
ゑ
た
つ
と
ふ
に
か
ぎ
り
な
し
。
い
で
〳
〵
し
る
し

の
御
箱
を
渡
し
ま
い
ら
せ
ん
と
。
七
宝
荘
厳
の
箱
を
取
出
す
。
万
里
の
海

山
へ
だ
ゝ
り
し
異
国
の
ち
ゑ
日
本
の
さ
と
り
。
わ
り
ふ
を
合
せ
し
ご
と
く

也
。 

（『
大
職
冠
』
第
三
）

　

場
面
⑧
で
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
老
人
も
、『
大
職
冠
』
の
鎌
足
も
相

手
を
誉
め
た
。
た
だ
し
、
老
人
に
誉
め
ら
れ
た
七
郎
右
衛
門
は
、
そ
れ
が
悪
口

だ
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
一
言
も
言
い
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、

万
戸
に
誉
め
ら
れ
た
鎌
足
は
、
喜
ん
で
面
向
不
背
の
玉
の
箱
を
受
け
取
る
。

場
面
⑨

是
よ
り
も
此
沙
汰
が
広
く
な
り
て
京
堺
に
も
聞
へ
け
れ
ば
。
去
ル

御
大
家

よ
り
聞
お
よ
ば
れ
。
其
曙
の
茶
器
は
故
あ
り
て
先
祖
よ
り
此
方
の
家
に
所

持
す
る
所
。
又
〳
〵
此
度
売
物
に
出
た
り
と
は
其
意
を
得
ず
。
し
か
し
い

づ
れ
か
真
偽
と
も
定
め
が
た
け
れ
ば
と
て
大
豆
屋
へ
使
者
を
た
て
ら
れ
。

目
利
所
を
も
つ
て
改
め
さ
せ
ら
れ
し
に
。
並
べ
て
は
そ
こ
ば
く
の
違
ひ
に

て
。
御
伝
来
も
た
し
か
に
極
数
札
の
證
拠
も
あ
れ
ば
。
大
豆
屋
の
茶
器
は

丸
薬
入
に
も
お
と
り
て
見
ゆ
る
に
ぞ
。
又
此
う
は
さ
が
広
く
な
り
て
。
目

利
が
違
ひ
し
と
て
七
郎
右
衛
門
が
異
名
を
目
ち
が
ひ
先
生
と
い
ひ
は
や
し

ぬ
。
隠
居
大
愚
此
や
う
す
を
聞
お
よ
ば
れ
大
き
に
腹
立
し
七
郎
右
衛
門
を

呼
付
。
い
ら
ざ
る
目
利
自
慢
よ
り
大
分
の
金
銀
を
つ
ゐ
や
す
の
み
か
。
人

宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
の
利
用

一
〇
二

同志社国文学98号　三校　（王　　欣様）　Ａ



に
笑
は
れ
て
大
恥
の
名
を
と
り
し
事
。
も
と
商
人
の
道
を
わ
す
れ
た
る
よ

り
の
事
な
り
。
町
人
は
算
筆
と
て
外
の
事
は
き
つ
と
た
し
な
み
て
家
業
を

つ
と
め
。
無
用
の
目
利
い
た
す
べ
か
ら
ず
と
席
を
う
つ
て
し
か
り
つ
け
隠

居
へ
か
え
ら
れ
ぬ
。
七
郎
右
衛
門
跡
を
見
お
く
り
手
鼓
の
中
音
に
て
。

ウ
タ
イ

い
や
し
き
海
士
の
胎
内
に
や
ど
り
て
と
。
諷
は
れ
し
は
い
か
ゐ
た
わ

け
の 

（『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
）

鎌
足
し
さ
つ
て
三
拝
有
。（
中
略
）
正
真
の
仏
体
と
礼
拝
あ
れ
ば
御
箱
よ

り
。
金
色
の
光
さ
し
十
方
遍
照
か
く
や
く
と
。
僧
俗
男
女
一
ど
う
に
あ
つ

と
礼
す
る
其
こ
ゑ
は
し
ば
し
な
り
も
し
づ
ま
ら
ず
。

此
仏
力
に
神
力
も
ま
す
〳
〵
入
鹿
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
。
ず
い
さ
う
吉
左
右
あ

ら
う
み
の
底
は
か
り
な
き
ち
ゑ
の
う
み
。
つ
く
る
こ
と
な
き
身
の
内
の
宝

の
玉
真
如
の
玉
。
花
原
磬
泗
浜
石
み
つ
の
た
か
ら
に
秋
つ
島
。
和
国
を
い

は
ふ
唐
楽
の
た
い
こ
も
か
ね
も
千
秋
楽
。
ふ
く
や
ら
つ
は
も
ち
や
る
め
る

も
万
歳
。
楽
を
ぞ
し
ら
べ
け
る
。 

（『
大
職
冠
』
第
三
）

　

場
面
⑨
で
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
会
が
終
わ
っ
た
後
、
七
郎
右

衛
門
が
目
利
き
し
た
曙
の
茶
器
が
贋
物
だ
と
分
か
り
、
七
郎
右
衛
門
は
人
々
か

ら
「
目
違
い
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
父
親
に
も
意
見
さ
れ
た
。
し

か
し
、『
大
職
冠
』
の
玉
取
り
が
終
わ
っ
た
後
、
鎌
足
が
受
け
取
っ
た
面
向
不

背
の
玉
の
箱
か
ら
金
色
の
光
が
出
て
、
人
々
は
皆
仏
力
に
感
動
し
、
興
奮
し
な

が
ら
礼
拝
し
て
、
お
め
で
た
く
完
結
し
た
。
つ
ま
り
、
道
具
会
と
玉
取
り
の
結

末
部
分
は
正
反
対
だ
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
場
面
⑨
に
お
い
て
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
結
末
は
、『
大

職
冠
』
の
玉
取
り
の
結
末
と
逆
で
あ
る
。
し
か
し
、
場
面
①
〜
⑧
の
対
応
関
係

か
ら
み
る
と
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
会
に
参
加
し
た
道
具
屋
、
老
人
、

七
郎
右
衛
門
の
人
物
造
形
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
大
職
冠
』
の
玉
取
り
に
参
加
し
た

見
物
人
た
ち
、
万
戸
、
鎌
足
に
似
通
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
曙
の
茶
器
と
面
向
不
背
の
玉
、
お
金
を
騙
し
取
る
こ
と
と
唐
土
に

恥
を
か
け
ず
に
日
本
で
仏
法
繁
昌
さ
せ
る
こ
と
と
い
う
よ
う
な
焦
点
と
な
っ
た

宝
物
と
目
的
の
設
定
の
相
違
を
除
け
れ
ば
、
場
面
①
〜
⑧
の
物
語
の
展
開
で
は
、

目
的
を
持
っ
て
出
か
け
る
こ
と
、
様
々
な
宝
物
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
最
初

に
二
つ
の
宝
物
を
出
し
た
こ
と
、
見
た
こ
と
の
な
い
宝
物
に
対
す
る
期
待
が
ま

す
ま
す
高
ま
る
人
々
、
宝
物
を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
相
手
の

願
望
に
応
じ
た
こ
と
、
宝
物
の
披
露
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
、
宝
物
の
獲

得
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
、
宝
物
の
登
場
に
よ
っ
て
人
々
が
盛
り
上
が
る
こ
と
、

本
物
の
宝
物
の
欠
場
に
気
付
い
た
が
、
そ
の
場
で
本
音
を
言
わ
ず
に
贋
物
の
宝

物
を
誉
め
た
て
た
こ
と
、
相
手
を
誉
め
た
こ
と
に
お
い
て
、『
世
間
狙
』
一
之

巻
三
の
道
具
会
は
『
大
職
冠
』
の
玉
取
り
と
高
い
類
似
性
を
示
し
て
い
る
。

宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
の
利
用

一
〇
三
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二
、
朝
鮮
通
信
使
の
来
日
と
挿
絵
の
役
割

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
人
物
造
形
、
物
語
の
展
開
に
お
い
て
、『
世
間
狙
』
一

之
巻
三
の
道
具
会
と
高
い
類
似
性
を
示
し
て
い
る
『
大
職
冠
』
の
玉
取
り
は
唐

土
と
日
本
に
関
わ
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
中
で
、
七

郎
右
衛
門
の
父
親
に
あ
た
る
大
豆
屋
七
兵
衛
の
人
物
像
を
、「
朝
鮮
人
を
三
度

見
た
よ
り
は
、
咄
の
な
い
男
ぞ
か
し
」
と
設
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
意

図
的
に
「
朝
鮮
人
を
三
度
見
た
」
こ
と
を
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
に
入
れ
た
目

的
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

森
山
重
雄
の
『
上
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評
釈
』
の
評
釈
に
よ
る
と
、
大
豆

屋
七
兵
衛
の
人
物
像
が
「
朝
鮮
人
を
三
度
見
た
よ
り
は
、
咄
の
な
い
男
ぞ
か

し
」
と
設
定
さ
れ
た
の
は
、
朝
鮮
通
信
使
と
二
度
会
っ
た
と
い
う
秋
成
の
体
験

を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
藤
井
乙
男
、
原
道
生
、
朴
麗
玉
の
指
摘

か
ら
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
十
月
前
後
竹
本
座
で
上
演
さ
れ
た
『
大
職

冠
』
と
正
徳
元
年
朝
鮮
通
信
使
の
来
日
と
の
深
い
関
わ
り
が
読
み
取
れ
る⑭
。
さ

ら
に
、
朴
麗
玉
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た⑮
。

『
大
職
冠
』
が
従
来
の
「
大
織
冠
物
」
と
一
線
を
画
す
設
定
が
、「
玉
の
無

い
玉
取
劇
」
だ
と
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。（
中
略
）
そ
れ
を
巡
っ
て

日
本
と
唐
の
為
政
者
同
士
の
鎌
足
と
万
戸
の
知
恵
比
べ
、
そ
し
て
緊
張
が

描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
坂
の
淀
川
に
浮
か
ぶ
朝
鮮
通
信
使
を
乗
せ

た
船
と
そ
れ
を
囲
む
幕
府
の
船
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ

る
。

　

上
記
の
指
摘
に
基
づ
け
ば
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
高
い
類
似
性
を
示
し

た
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
『
大
職
冠
』
は
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
の
朝
鮮

通
信
使
来
日
と
緊
密
な
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、

『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
中
で
、
七
郎
右
衛
門
の
父
親
に
あ
た
る
大
豆
屋
七
兵

衛
の
人
物
像
を
、「
朝
鮮
人
を
三
度
見
た
よ
り
は
、
咄
の
な
い
男
ぞ
か
し
」
と

設
定
し
た
の
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
物
語
の
展
開
と
『
大
職
冠
』
と
の

関
連
性
を
示
唆
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
大
職
冠
』
の
玉
の
無

い
玉
取
も
、
鎌
足
と
万
戸
の
知
恵
比
べ
も
、
船
の
パ
レ
ー
ド
も
近
松
門
左
衛
門

が
新
た
に
考
案
し
た
特
別
な
場
面
設
定
で
あ
る
た
め
、
秋
成
は
『
大
職
冠
』
の

ユ
ニ
ー
ク
な
場
面
設
定
に
注
目
し
、
意
図
的
に
そ
れ
ら
の
場
面
を
ア
レ
ン
ジ
し
、

『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
に
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
ほ
か
、
神
楽
岡
幼
子
は
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
「
此
紋
は
ま
へ
か
ど

に
海
老
蔵
が
来
た
時
見
ま
し
た
。
曽
我
兄
弟
の
紋
所
か
と
存
ま
す
」
と
い
う
設

定
、
お
よ
び
そ
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
人
物
の
着
物
に
見
ら
れ
る
三
枡
の
紋
か
ら
、

『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵
と
海
老
蔵
が
登
場
し
た
歌
舞
伎
「
八
的
勢
曽
我
」

と
の
関
連
性
を
指
摘
し
た⑯
。
し
か
し
、
図
①
に
示
す
よ
う
に
、『
世
間
狙
』
一

宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
の
利
用

一
〇
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之
巻
三
の
挿
絵
に
は
、
三
枡
の
紋
の
着
物
を
着
た
男
の
ほ
か
に
若
者
一
人
と
僧

侶
一
人
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵
に
描
か

れ
た
若
者
と
僧
侶
に
関
す
る
考

察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ

う
に
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三

の
道
具
会
は
『
大
職
冠
』
の
玉

取
り
と
高
い
類
似
性
を
示
し
て

い
る
。
図
①
の
場
面
は
、『
世

間
狙
』
一
之
巻
三
の
七
郎
右
衛

門
が
刀
屋
の
出
し
た
朱
鞘
を
眺

め
る
場
面
に
当
た
る
。
つ
ま
り
、

図
①
の
中
で
、
朱
鞘
を
手
に
し

た
人
物
が
七
郎
右
衛
門
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、『
世
間
狙
』

一
之
巻
三
の
七
郎
右
衛
門
が
刀

屋
の
出
し
た
朱
鞘
を
分
別
す
る

場
面
で
は
、
登
場
人
物
と
し
て

七
郎
右
衛
門
と
刀
屋
し
か
設
定

さ
れ
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
図

①
の
画
面
で
は
、
七
郎
右
衛
門
の
左
右
に
若
者
と
僧
侶
が
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
『
大
職
冠
』
と
の
対
応
関
係
か
ら
み
る
と
、
七
郎

右
衛
門
の
人
物
造
形
は
鎌
足
と
高
い
類
似
性
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
奈
良

博
物
館
が
所
蔵
す
る
図
②
に
挙
げ
た
、
永
正
十
二
年
（
一
五
一
五
）
の
「
藤
原

鎌
足
像
」
を
見
る
と
、
藤
原
鎌
足
の
左
右
に
若
者
と
僧
侶
が
座
っ
て
い
る
。
奈

良
博
物
館
の
解
説
で
は
、
次
の
よ
う
に
図
②
を
説
明
し
て
い
る⑲
。

図
①
　『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵⑰

図
②
　「
藤
原
鎌
足
像
」
永
正
十
二
年
（
一
五
一
五⑱
）

宝
物
不
登
場
と
い
う
趣
向
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利
用
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奈
良
・
談
山
神
社
の
祭
神
と
さ
れ
る
藤
原
氏
の
祖
・
鎌
足
（
六
一
四
〜
六

九
）
の
肖
像
画
。
左
足
を
踏
み
下
げ
両
手
で
笏
を
執
る
鎌
足
の
姿
を
中
央

に
大
き
く
描
き
、
向
か
っ
て
左
下
に
鎌
足
の
子
息
で
あ
る
不
比
等
（
ふ
ひ

と
）、
右
下
に
同
じ
く
子
息
で
あ
る
僧
形
の
定
貞
（
じ
ょ
う
え
）
の
三
人

が
、
上
畳
上
の
床
座
に
坐
る
姿
を
描
く
。

　

よ
っ
て
、
図
②
の
鎌
足
の
左
右
に
描
か
れ
た
若
者
と
僧
侶
は
、
鎌
足
の
息
子

で
あ
る
不
比
等
と
定
貞
で
あ
る
。
図
①
を
図
②
と
対
照
し
て
み
れ
ば
、
二
枚
の

絵
の
構
図
も
描
か
れ
た
人
物
も
似
通
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
図
②
の
中
で
鎌
足

が
手
に
し
た
笏
は
、
図
①
の
中
で
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
内
容
設
定
に
従
い
、

朱
鞘
に
変
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵
で
あ
る
図
①

の
構
図
も
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
藤
原
鎌
足
と
の
関
連
性
を
暗
示
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
朝
鮮
人
を
三
度
見
た
よ
り
は
、
咄
の
な
い
男
ぞ
か
し
」
と

い
う
よ
う
な
大
豆
屋
七
兵
衛
の
人
物
設
定
も
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵

も
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
近
松
の
作
品
『
大
職
冠
』、
藤
原
鎌
足
と
の
関
連

性
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
と
め

　
『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
会
で
は
、
客
の
金
を
騙
し
取
ろ
う
と
す
る
道

具
屋
、
贋
の
曙
の
茶
器
と
い
う
よ
う
な
庶
民
的
な
要
素
が
、
近
松
門
左
衛
門
の

作
品
『
大
職
冠
』
の
玉
取
り
の
物
語
の
展
開
と
融
合
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
融

合
の
中
で
、『
大
職
冠
』
の
玉
取
り
に
お
け
る
近
松
の
ユ
ニ
ー
ク
な
創
作
で
あ

る
玉
の
無
い
玉
取
も
、
鎌
足
と
万
戸
の
知
恵
比
べ
も
、
船
の
パ
レ
ー
ド
も
ア
レ

ン
ジ
さ
れ
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
会
の
部
分
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、『
大
職
冠
』
の
玉
取
り
の
成
功
と
反
対
に
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三

の
結
末
の
部
分
で
は
七
郎
右
衛
門
の
失
敗
が
描
か
れ
た
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

よ
っ
て
、
目
利
き
自
慢
の
七
郎
右
衛
門
の
お
か
し
み
が
一
層
鮮
明
に
描
き
出
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
近
松
の
『
大
職
冠
』
と
朝
鮮
通
信
使
の
来
日
と
の
関
連
性
へ
の
考

察
を
通
じ
、「
朝
鮮
人
を
三
度
見
た
よ
り
は
、
咄
の
な
い
男
ぞ
か
し
」
と
い
う

よ
う
な
大
豆
屋
七
兵
衛
の
人
物
設
定
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
『
大
職
冠
』

と
の
関
わ
り
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
奈
良
博
物
館
所
蔵

の
永
正
十
二
年
（
一
五
一
五
）
の
「
藤
原
鎌
足
像
」
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵
は
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
藤
原
鎌
足
と

の
関
連
性
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

つ
ま
り
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
道
具
会
の
部
分
は
、
近
松
の
『
大
職
冠
』

の
玉
取
り
と
緊
密
に
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
豆
屋
七
兵
衛
の
人
物
造
形
も

『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵
も
、『
世
間
狙
』
一
之
巻
三
と
近
松
の
作
品
『
大

職
冠
』、
藤
原
鎌
足
と
の
関
連
性
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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注①　
『
享
保
以
後

大
阪
出
版
書
籍
目
録
』（
大
阪
圖
書
出
版
業
組
合
、
昭
和
十
一
年
五
月
二
十
五

日
、
ｐ
．
６

５

）。

②　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』（『
上
田
秋
成
全
集
』
第
七
巻
、
中
央
公
論
社
、
平
成
二
年

八
月
二
十
五
日
）。
底
本
（
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
、
大
坂
心
斎
橋
筋
し

ほ
町
正
本
屋
清
兵
衛
板
、
明
和
三
年
正
月
吉
日
）。

③　

浅
野
三
平
「
諸
道
聴
耳
世
間
猿
論
」（『
女
子
大
國
文
』
第
十
五
号
、
京
都
女
子
大

学
国
文
学
会
、
昭
和
三
十
四
年
十
月
二
十
五
日
、
ｐ
．
５

０

）。

　
　

森
山
重
雄
『
上
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評
釈
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
二
年

四
月
三
十
日
、
ｐ
．
５

９

）。

④　

森
山
重
雄
『
上
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評
釈
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
二
年

四
月
三
十
日
、
ｐ
．
５

９

）。

⑤　

野
澤
真
樹
「「
は
な
し
」
と
し
て
の
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』」（『
国
語
国
文
』
第
八

十
六
巻
第
十
二
号
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
平
成
二
十
九
年
十

二
月
、
ｐ
ｐ
．
３

８
―

４

０

）。

⑥　

神
楽
岡
幼
子
「『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
の
挿
絵
」（『
国
文
学
』
第
七
十
号
、
関
西

大
学
国
文
学
会
、
平
成
五
年
十
二
月
二
十
日
、
ｐ
ｐ
．
３

１
―

３

２

）。

　
　

神
楽
岡
幼
子
「『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
と
歌
舞
伎
」（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
第
二

十
五
号
、
演
劇
研
究
会
、
平
成
十
一
年
六
月
十
日
、
ｐ
．
１

８

）。

　
　

宮
本
祐
規
子
「
上
田
秋
成
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
と
歌
舞
伎

―
團
十
郎
を
中
心

に

―
」（『
日
本
文
学
』
第
六
十
二
巻
第
四
号
、
日
本
文
学
協
会
、
平
成
二
十
五
年

四
月
、
ｐ
ｐ
．
４

８
―

４

９

）。

⑦　

謡
曲
「
海
士
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
５

７

『
謡
曲
百
番
』、
岩
波
書
店
、
平
成

十
年
三
月
二
十
七
日
、
ｐ
ｐ
．
５

７

３
―

５

８

０

）。

⑧　

謡
曲
「
海
士
」
の
素
材
・
主
題
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
５

７

『
謡
曲
百
番
』、

岩
波
書
店
、
平
成
十
年
三
月
二
十
七
日
、
ｐ
．
５

７

３

）。

⑨　

川
口
節
子
「
玉
取
り
劇
の
一
側
面

―
並
木
宗
輔
「
藤
原
秀
郷
俵
系
図
」
の
場
合

―
」（『
日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
第
三
十
三
号
、
日
本
演
劇
学
会
、
平
成
七
年
五
月

十
日
、
ｐ
ｐ
．
４
―

５

）。

⑩　

朴
麗
玉
「
近
松
の
作
品
と
朝
鮮
通
信
使

―
『
大
職
冠
』
の
場
合

―
」（『
国
語

国
文
』
第
八
十
巻
第
三
号
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
平
成
二
十

三
年
三
月
、
ｐ
．
３

６

）。

⑪　
『
大
職
冠
』（『
近
松
全
集  

第
七
巻
』、
岩
波
書
店
、
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
十

日
）。
底
本
（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
諸
橋
文
庫
（
七
六
八
―

Ｍ
Ｗ
―

七
）、
大
坂
山
本

九
兵
衛
・
九
右
衛
門
版
）。

⑫　

森
山
重
雄
『
上
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評
釈
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
二
年

四
月
三
十
日
、
ｐ
．
６

２

）。

⑬　

神
楽
岡
幼
子
「『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
の
挿
絵
」（『
国
文
学
』
第
七
十
号
、
関
西

大
学
国
文
学
会
、
平
成
五
年
十
二
月
二
十
日
、
ｐ
ｐ
．
３

１
―

３

２

）。

⑭　

藤
井
乙
男
『
大
職
冠
』
の
解
説
（『
近
松
全
集
』
九
巻
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
二

年
八
月
）。

　
　

原
道
生
「『
大
職
冠
』
ノ
ー
ト

―
近
松
以
前

―
」（『
近
松
論
集
』
第
六
集
、

近
松
の
会
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
）。

　
　

原
道
生
「『
大
職
冠
』
ノ
ー
ト
追
録
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
近
松
浄
瑠
璃
集  

上
』、
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
九
月
）。

　
　

朴
麗
玉
「
近
松
の
作
品
と
朝
鮮
通
信
使

―
『
大
職
冠
』
の
場
合

―
」（『
国
語

国
文
』
第
八
十
巻
第
三
号
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
平
成
二
十

三
年
三
月
）。

⑮　

前
掲
注
⑩
に
同
じ
。

⑯　

前
掲
注
⑬
に
同
じ
。

⑰　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
一
之
巻
三
の
挿
絵
（『
上
田
秋
成
全
集
』
第
七
巻
、
中
央
公

論
社
、
平
成
二
年
八
月
二
十
五
日
、
ｐ
ｐ
．
３

４
―

３

５

）。
底
本
（
国
立
公
文
書
館
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（
内
閣
文
庫
）
蔵
、
大
坂
心
斎
橋
筋
し
ほ
町
正
本
屋
清
兵
衛
板
、
明
和
三
年
正
月
吉

日
）。

⑱　
「
藤
原
鎌
足
像
」
永
正
十
二
年
（
奈
良
博
物
館
蔵
）https://w

w
w
.narahaku.

go.jp/collection/683-0.htm
l

⑲　
『
神
仏
習
合

―
特
別
展
：
か
み
と
ほ
と
け
が
織
り
な
す
信
仰
と
美

―
』（
奈
良

国
立
博
物
館
編
集
、
平
成
十
九
年
、
ｐ
．
２

９

７

）https://w
w
w
.narahaku.

go.jp/collection/683-0.htm
l

〔
付
記
〕　

引
用
に
際
し
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
引
用
文
中
の
傍
線
は
す
べ
て
引
用
者
に

よ
る
。
資
料
の
掲
載
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
奈
良
国
立
博
物
館
に
対
し
、
深

謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

な
お
、
本
稿
は
２

０

２

２

年
武
漢
大
学
本
科
教
育
質
量
建
設
総
合
改
革
項
目

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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物
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